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大学 1 年生の必修の情報教育において，情報倫理ビデオと組み合わせたデータベースの学習を行っ

た．ポイントカードにおける履歴情報の活用と利用規約の確認についての注意を喚起する情報倫理ビ

デオを視聴した後に，データベース学習システム sAccessを用いた学習を行った．sAccessでは，情報

倫理ビデオに合わせ，ポイントカードと名付けたデータベースを用意し，購入履歴，顧客，店舗，商

品という４つのテーブルを使ったデータベースの操作を行った．授業後の評価では，学習者の関心が

高く，ビデオと組み合わせたデータベースの有効性が示唆された． 

１．はじめに 

情報通信技術の進展とともに，個人の行動デー

タは様々なところで取得され，利用されている．

大量に蓄積されたデータは，様々な分析がなされ，

新たなサービスに利用されることも多い．このよ

うな個人のデータの取得や利用に関し，学習者は，

社会的な側面から，考えられる課題や有用性を検

討し，その活用を個々の場面で検討することが求

められる．一方で，具体的に大量のデータから必

要とする内容をどのように取り出し分析できるの

か，その科学的な側面からの学習も不可欠である． 

本稿では，近年の個人の行動データを含む様々

なデータの取得と利用について，前述の社会的・

科学的な側面からの総合的な学習の必要性を鑑み

た学習構成について報告する．情報倫理ビデオの

視聴から社会的な問題意識を涵養させることに加

え，関連するデータベースの学習をその実践の中

心に据えることで，科学的な側面からの知識習得

を目指している． 

２．情報倫理ビデオと組み合わせたデータベー

スの授業実践

2.1 情報倫理ビデオ教材

第一著者は，大学生向けの教材である情報倫理

デジタルビデオ小品集の継続的な開発に寄与して

いる．2018 年度開発の小品集 7(1)では，ポイント

カードに関わるビデオクリップをリニューアルし

ている．ビデオは物語と解説に分けられており，

概要は以下の通りである．

いつも使うポイントカードのポイントが貯まり

喜ぶ 2 人の学生．だが，レシートやアプリには，

個人に特化した広告が…．解説編では，ポイント

カード会社に購入履歴情報が蓄積される仕組みの

説明がある（図 1参照）．また，利用履歴の扱いは，

カードの利用申請時，利用規約に記載されるため，

確認する必要がある旨の説明がなされる．

図１ 情報倫理ビデオ小品集７（ポイントを貯めると

個人情報が流出？）の解説編の説明の一部 

図 1 のような説明で，ポイントカードが様々な

店舗の履歴と連動することにより，個人の状態が

様々に明らかにされ得ることを学習者は理解する．  

2.2 データベース学習システム sAccess 

蓄積されたデータを適切に活用し，管理するた

めの知識として，データベースの学習が必要であ

る．本稿では，データベースの学習に際し，第二

著者，第三著者らが開発した sAccess を利用する
(2)．sAccess は，関係データベースにおける各種操

作をブラウザ上で，日本語ベースの命令をするこ

とで実行できるデータベース用学習システムであ

る．図 2 に本実践での画面例を示す． 

図 2 sAccess の画面例 
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表１ データベースの授業回における学習者の記録 

本実践では，購入履歴，店舗，顧客，商品の４

つのテーブルから構成されるデータベースを用い

る（図 2 参照）．各表は，店舗 ID，顧客 ID，商品

ID で，購入履歴と関連づけられている． 

2.3 授業実践 

第一著者の所属する大学の一般情報教育（必修

2 単位）の授業で，2016 年から sAccess を使った

実践を行っている．本稿では 2019 年度の第一著

者の担当する授業の実践状況について報告する． 

実施日：2019 年 6 月 20 日 

学習者数：154 名 

授業時間：90 分 

学習内容： 

(1)情報倫理ビデオの視聴とチェックテスト

(2)文入力，キー入力チェックテスト

(3)データベース

課題内容：

(1)購入履歴，顧客，店舗，商品の表を結合する． 

(2)前述の結合したテーブルから，各自の独自の条

件を加えてデータを抽出する．抽出には「列指定」

「選択」「比較する」の全てを使用する．

課題提出期限：1 週間後の授業開始時

３．実践結果 

3.1 学習者の反応 

学習者には，授業終了時に，毎回記録を提出さ

せている．記録の内容は，授業内容の理解度，関

心度，自由記述等から構成される．具体的な設問

内容と選択肢を以下に示す．  

(1)授業内容は理解できましたか？（あまり理解で

きなかった/半分程度理解できた/大体は理解でき

た/良く理解できた）

(2)授業内容について関心を持ちましたか？（関心

を持った/関心を持たなかった/どちらでもない）

(3)前回の課題や評価，今日の授業内容などについ

ての感想などがあれば書いてください（自由記述） 

本実践の回における理解度と関心度の結果を表

1 に示す．理解度および関心度の設問に対し，3/4

の学習者は概ね理解でき，関心を持ったと回答し

ていることが分かる．また，よく理解できた学習

者の 98%，大体理解した学習者の 70%，半分程度

の理解の学習者の 63%，あまり理解できなかった

学習者の 17%が関心を持ったと回答した．学習の

理解度が関心に繋がっていることが示唆される． 

3.2 ビデオとデータベースとの組み合わせ効果 

授業終了時の記録の自由記述には，情報倫理ビ

デオとデータベースの内容が混在しているものが

散見され，学習の繋がりとして理解されたと考え

られる．「今まで長いという理由で読むことをスキ

ップしていた利用規約等をしっかり読まないと，

いつか自分が不利益を被ることがわかった．自分

好みのデータベース編集に興味を持った．」など，

利用規約の重要性や，パーソナライズの便利さや

怖さを指摘することに加え，データベースの実習

への興味関心が記載されている．各自が抽出した

内容に対し，男女で更に分析を行いたい等，新た

な学習意欲の喚起を示す回答もあった． 

４．まとめ 

情報倫理ビデオとデータベースの学習を組み合

わせ，個人の行動データの利用に焦点を当てた情

報社会と情報科学を包含した学習を行った．

sAccess を用いたデータベース操作は学習者にと

って分かりやすく，授業への関心度合いも良好で

ある．理解度と関心度との相関が示唆されるため，

理解度が低い学習者の具体的な問題を今後は確認

していきたい．さらには，同日に行った学習者の

実際のキー入力記録等を題材としたデータベース

を追加で操作させる等，身近な実データを取り上

げ，さらに関係データベースの長所・短所につい

て取り上げる学習も検討していきたいと考える． 
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授業について 未回答 関心を持った どちらでもない 関心を持たなかった 計 

良く理解できた 1 49 1 51 

大体は理解できた 45 12 7 64 

半分程度理解できた 20 6 6 32 

あまり理解できなかった 1 5 6 

未回答 1 1 
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